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第１部：超⾼齢社会に対応した⻭科⼝腔医療実現のための
医療機器創出・企業育成に係る産業振興拠点の構築について
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事業の目的事業の目的

超⾼齢社会をマイナスに捉えるのではなく、海外、特にアジア等の国々のフラグ
シップモデルとして、超⾼齢社会に適応できうる製品を開発し本邦医療環境の充
実を図るとともに、超⾼齢社会を追う国々への医療技術輸出強化等につなげてい
くことが必要

超⾼齢社会に対応した⻭科⼝腔医療実現のための医療機器創出・企業育成に係る
産業振興拠点の構築を図ることを⽬的
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事業の概要 AMED事業としての位置づけ事業の概要 AMED事業としての位置づけ

AMED優れた医療機器の創出に係る産業振興拠点強化事業
超⾼齢社会に対応した⻭科⼝腔医療実現のための医療機器創出・

企業育成に係る産業振興拠点の構築 事業代表：中嶋

AMED（国の政策的）の⽅針
産業振興拠点として、必要な⼈材を配し、優れた医療機器創出・
企業育成・リスキリングを⾏う体制を構築する

◯ TRIMI（⾕城）
企業の製品化に関する薬事開発・保険戦略等の出
⼝戦略の伴⾛⽀援の体制拡充。開発した製品の事
業継続性を市販前に検証できる試験的コミュニ
ティ・環境構築を検討。

◯ ⻭科⼤学・附属病院（⾺場）
臨床現場の知識や経験を技術の実現者たる企業

と連携し新規開発の気づきを与える教育・研修プ
ランを提供できる体制の構築。実施スタッフの調
整・カリキュラム等の体制の整備。

連携

アクション

これからの⻭科医療に
必要・特有な技術

企業

薬事・保険戦略等の
伴⾛⽀援

薬事規制

医療機器上市
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薬事開発等の伴走支援・学術指導薬事開発等の伴走支援・学術指導



超⾼齢社会
従 来

（例）皆⻭科検診等へ
の新規診断技術

新しい⻭科診断・ケア機器

8020運動
⻭の設計寿命

設計寿命は？

侵襲性はなく
安全

⻭科関連学会等
との協⼒

実⽤化研究
開発費⽤

試験品試⽤
（事業性判断）

企業
こんなものが
あるといいのに

臨床・基礎研究
臨床研修プログラム

優れた歯科医療機器・産業拠点の出口戦略優れた歯科医療機器・産業拠点の出口戦略
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実用化研究開発の焦点（歯科にもある）実用化研究開発の焦点（歯科にもある）
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実用化研究開発の焦点（歯科にもある）実用化研究開発の焦点（歯科にもある）
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医療機器開発講習会・薬事規制関連公開講座医療機器開発講習会・薬事規制関連公開講座

出⼝戦略への教育活動の⼀助



⼤阪⻭科⼤学医療イノベーション研究推進機構
事業化研究推進センター 開発⽀援部⾨
Peatixサイトでも情報発信中です。

https://odu-trimi-rsic.peatix.com/

情報発信情報発信
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ご清聴ありがとうございました
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